
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画像解析手法を用いた流量観測ソフト その 1 

画像解析：時空間画像速度測定法（Space-Time Image Velocimetry：STIV） 
神戸大学の藤田一郎教授(現神戸大学名誉教授)が開発したビデオ画像を基に河川

の表面流速を計測する手法 

ビデオカメラで撮影した河川表面の動画をパソコン画面上で表示し、河川表面に検査線を引く。検査線の太さは約 1pixel であり、検査線の長さは

ここでは実スケールで 15mとする（実際の長さは撮影状況により異なる）。この状態で動画を再生し、再生中の各フレームにおける検査線上の輝度

情報を抜き出して並べる。この輝度情報を並べてできた 2次元画像は STI（Space Time Image：時空間画像）と呼び、横軸は検査線の長さ（15m）で

あり、縦軸は時間となる。日本の動画は一般的に 1 フレームが 1/30 秒であるから 10秒の動画なら検査線 300 本（=300pixel）が縦に並ぶ。動画の

検査線上で波紋やゴミ等の流れが見えている場合、STI には斜めの縞模様が現れる。この斜めの縞模様の傾きが流速（＝長さ(距離)÷時間）となる

ため、STIV ではラインを自動で設定し、その傾きを求めて流速を算定する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画像解析手法を用いた流量観測ソフト その 2 

まとめ ・他の手法と比べて機器が安価である（監視用カメラによる代用も可） 

・現地固定式カメラの場合、現地作業員が不用であるため洪水時でも安全である 

・観測精度は浮子と同等かそれ以上である 

・連続観測が可能である 

・画像が保存されるため、異常値の原因を後から検証できる 

・操作が簡単（直感でも操作できる） 

※ソフトウエアは、(株)ハイドロ総合技術研究所が販売（ソフトウエア名：Hydro-STIV） 

メイン画面 幾何変換画像 

横断面流速表示 

STIV オペレータ 

操作画面 

作業の流れ 

動画読み込み時 幾何化変換時 

横断、検査線設定時 流速、流量算定時 

・ 単  


